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名 称 株式会社ミナミ冷設

代 表 者 代表取締役　　南　信次

所 在 地 本社　　〒861-4106　　熊本県熊本市南区南高江3丁目1番66号

電 話 番 号 096-357-9606

Ｆ Ａ Ｘ 番 号 096-358-3547

社 員 数 １７名 （令和５年3月1日現在）

社 屋 延 床 面 積 ８６４㎡（本社、工場）

事 業 活 動 管工事業（空調・給排水衛生・冷凍冷蔵設備）、電気工事

売 上 高 502,095千円 （令和4年度実績）

活動の対象範囲 ㈱ミナミ冷設　本社及び建設現場における全活動

環境管理責任者 南　卓利

及 連 絡 先 096-357-9606

沿 革

大正15年 5月11日 　南冷蔵庫製作所　創業

昭和27年12月 2日 　有限会社 南冷蔵庫製作所設立

昭和33年12月 1日 　三菱電機株式会社特約工事店指定

昭和38年12月15日 　熊本市高江町1464-1に新設移転する

昭和44年12月 1日 　熊本県経済連の指定工事店となる

昭和48年 5月 4日 　商号変更　有限会社 ミナミ冷設とする

昭和48年 5月17日 　熊本市水道局指定工事店認可

昭和50年 3月 1日 　日本軽金属株式会社の代理店となる

昭和52年 2月22日 　組織変更　株式会社 ミナミ冷設とする

平成21年 6月18日 　エコアクション21認証・登録

平成30年 9月20日 　震災により事務所棟建替（竣工）

令和 3年 8月25日 　熊本県SDGｓ登録制度に登録

車 輛

普通乗用車（営業） 2400ｃｃ 1台 ﾊｲﾌﾞﾘｯﾄﾞ車

普通乗用車（営業） 1800ｃｃ 1台 ﾊｲﾌﾞﾘｯﾄﾞ車

普通トラック 1990ｃｃ 1台 ｶﾞｿﾘﾝ車

普通ハイエースバン 2750ｃｃ 1台 ﾃﾞｨｰｾﾞﾙ車（軽油）

普通バン 1300ｃｃ 1台 ｶﾞｿﾘﾝ車

軽トラック 660ｃｃ 1台 ｶﾞｿﾘﾝ車

軽バン 650ｃｃ 6台 ｶﾞｿﾘﾝ車

１．会社概要 及び 活動の対象範囲
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２．環境経営方針

　　　　株式会社ミナミ冷設は、事業活動によって生じる環境負荷に配慮し、環境保全に対する

　　　自主的な取り組みを行います。

　　　　株式会社ミナミ冷設は、事業活動（管工事業）によって生じる環境影響を低減するために

　　　次の方針に基づき環境マネジメント活動を推進して地球環境との調和を目指します。

       １．当社の事業活動による環境影響を常に認識し、環境汚染の予防を推進するとともに、

　         環境マネジメント活動の継続的改善を図ります。

       ２．環境に関連する法規並びに規制基準を遵守し、地域社会との調和に努めます。

       ３．当社の事業活動による環境影響のうち、以下の項目を環境管理重点テーマとして

　　       取り組みます。

（１）二酸化炭素排出量の削減

（２）廃棄物の削減

（３）水使用量の削減

（４）資源の再利用・リサイクル商品の積極的活用

（５）化学物質（特にフロンガス）の適正管理

（６）省エネ機器・グリーンマーク商品の率先的採用

（７）会社内外及び地域の清掃・美化活動

       ４．全社員に対してこの環境方針の周知を図り、環境教育・人材育成を積極的かつ

　　　　　 継続的に行います。

作成：平成20年9月20日

改訂：平成24年4月20日

改訂：平成25年4月1日 株式会社ミナミ冷設

改訂：平成29年5月1日 代表取締役　南　信次

【 基 本 理 念 】

【 活 動 方 針 】
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３．エコアクション２１実施体制

（注）担当者の ◎ は､使用量データ集計者

役割（責任と権限）

作成：平成20年9月20日 改訂：平成24年4月20日 環境管理委員会
改訂：平成21年3月23日 改訂：平成24年7月18日 委員長（環境管理責任者）
改訂：平成21年4月13日 改訂：平成26年6月17日 代表取締役専務 　南　卓利
改訂：平成22年4月14日 改訂：平成31年3月1日(担当者変更)
改訂：平成22年5月10日 改訂：令和2年2月17日(担当者変更)
改訂：平成23年6月2日 改訂：令和2年10月1日(担当者変更)

改訂：令和4年3月1日(担当者変更)
改訂：令和4年9月1日(※担当者変更)

代表取締役社長

　①環境経営方針の策定
　②環境経営資源の準備
　③環境経営管理責任者の任命
　④環境経営目標及び環境経営計画の承認
　⑤代表者による全体の評価と見直し
　⑥環境経営レポートの承認

環境管理責任者

　①環境経営システムの構築・実施推進・管理
　②環境への負荷及び取組への自己チェックの取りまとめ
　③環境経営目標･経営計画の策定･運用管理
　④環境経営活動の取組結果の代表者への報告
　⑤環境経営レポートの作成取りまとめ
　⑥従業員に対する教育訓練の実施

委　員

　①担当部門の計画・立案・活動の推進
　②担当部門の活動結果の記録と見直し
　③環境への負荷及び取組への自己チェックの作成
　④環境管理責任者の補佐

　
赤
星
ま

(

サ
ブ

)

※

　
吉
村
課
長

◎ﾃﾞｰﾀ：吉村
　　　 　　赤星ま※

◎ﾃﾞｰﾀ：赤星ま※ ◎ﾃﾞｰﾀ：中内※ ◎ﾃﾞｰﾀ：中内※ 全体のﾃﾞｰﾀ集計
◎吉村・赤星ま※

　
渡
邉

(

サ
ブ

)

　
河
北

グ
リ
ー

ン
購
入
と
紙
資
源
担
当

　
村
上

(

サ
ブ

)

　
中
道
部
長

自
動
車
燃
料
担
当

　
中
村
課
長

電
力
･
灯
油
･
ガ
ス
担
当

代表取締役
専務

営業技術部
(工事グループ)

技　術　部
営業技術部

(営業グループ)
経　理　課

環
境
教
育
担
当

　
南
卓
利

廃
棄
物
担
当

　
河
北

(

サ
ブ

)

　
渡
邉

水
資
源
･
清
掃
･
緑
化
担
当

南 社長

環境管理委員会

(

環
境
管
理
責
任
者

)

委
員
長

　
南
専
務

委
員

 
赤
星
ま

※

　
中
内
※

 
吉
村
課
長

　
河
北

 
渡
邉

 
中
道
部
長

 
中
村
課
長
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４．環境への負荷実績
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H21年度以前は、実数での計上出来ておらず概数での計上し、

H22年度以降は、実数での計上で、正確な数値が掴めるようになったから急増したと思われる。

H29年度は、震災に伴う事務所解体に於いて備品類及び紙類の処分が発生した。
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H22年度は、廃棄物の排出量の多い現場が複数重なった為急増したと思われる。

H29年度も、Ｈ22年同様に排出量の多い現場が複数重なった為。

R3年度は、改修工事が多く、解体撤去品が多かった為。
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電力係数 0.387 0.374 0.369 0.385 0.525 0.612 0.613 0.613 0.613 0.371

（九州電力の係数を使用）

地下水H20年より計測開始

H25年は現場使用が多かった為急増したと思われる。

H30年社屋建て直し工事に使用

R1年長期工事現場事務所で使用

R4年長期工事及び建築の大規模改修による。
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５．環境経営目標

基準年度

直近12年間の平均 令和3（2021）年度 令和4（2022）年度 令和5（2023）年度

(平成21年から令和2年） 1月～12月 1月～12月 1月～12月

基準年度比▲0.5% 基準年度比▲1.0% 基準年度比▲1.5%

35,325kWh 35,148kWh 34,972kWh 34,795kWh

CO₂換算 13,106㎏-CO₂ 13,040㎏-CO₂ 12,975㎏-CO₂ 12,909㎏-CO₂

基準年度比▲0.5% 基準年度比▲1.0% 基準年度比▲1.5%

14,220L 14,149L 14,078L 14,007L

CO₂換算 32,990㎏-CO₂ 32,825㎏-CO₂ 32,660㎏-CO₂ 32,496㎏-CO₂

基準年度比▲0.5% 基準年度比▲1.0% 基準年度比▲1.5%

2,575L 2,562L 2,549L 2,536L

CO₂換算 6,644㎏-CO₂ 6,610㎏-CO₂ 6,577㎏-CO₂ 6,544㎏-CO₂

基準年度比▲0.5% 基準年度比▲1.0% 基準年度比▲1.5%

126L 125L 125L 124L

CO₂換算 314㎏-CO₂ 312㎏-CO₂ 311㎏-CO₂ 309㎏-CO₂

基準年度比▲0.5% 基準年度比▲1.0% 基準年度比▲1.5%

259Nm3 258Nm3 256Nm3 255Nm3

CO₂換算 559㎏-CO₂ 557㎏-CO₂ 554㎏-CO₂ 551㎏-CO₂

基準年度比▲0.5% 基準年度比▲1.0% 基準年度比▲1.5%

30.0㎏ 29.9㎏ 29.7㎏ 29.6㎏

CO₂換算 90㎏-CO₂ 90㎏-CO₂ 89㎏-CO₂ 89㎏-CO₂

基準年度比▲0.5% 基準年度比▲1.0% 基準年度比▲1.5%

CO2換算の合計値 53,703㎏-CO₂ 53,434㎏-CO₂ 53,166㎏-CO₂ 52,897㎏-CO₂

基準年度比▲0.5% 基準年度比▲1.0% 基準年度比▲1.5%

1,424㎏ 1,417㎏ 1,410㎏ 1,403㎏

リサイクル率向上 87% ※80%以上 ※80%以上 ※80%以上

基準年度比▲0.5% 基準年度比▲1.0% 基準年度比▲1.5%

59,348㎏ 59,051㎏ 58,755㎏ 58,458㎏

リサイクル率向上 77% ※80%以上 ※80%以上 ※80%以上

基準年度比▲0.5% 基準年度比▲1.0% 基準年度比▲1.5%

215m3 214m3 213m3 212m3

基準年度比▲0.5% 基準年度比▲1.0% 基準年度比▲1.5%

21.0m3 20.9m3 20.8m3 20.7m3

基準年度比▲0.5% 基準年度比▲1.0% 基準年度比▲1.5%

62,877枚 62,563枚 62,248枚 61,934枚

グリーンマーク商品購入 63% ※60%以上 ※60%以上 ※60%以上

化学物質
管理

化学物質適正管理
（フロンガスの適正管理）

グリーンマーク製品提案件数 52件 55件 60件 65件

グリーンマーク製品成立件数 19件 22件 25件 28件

グリーンマーク製品販売台数 199台 ※200台以上 ※200台以上 ※200台以上

環境保全
等 環境保全、社会・地域貢献 11回 ※9回以上 ※9回以上 ※9回以上

その他
くまもと冬及び夏のライトダウン

夏　２回(前年度参照)
※2回以上 ※2回以上 ※2回以上

上水使用量の削減

地下水使用量の削減

産業廃棄物の削減

　作成　：令和 2 年 3 月 22 日

方
針

項目

中間目標（３年）

　　　「7.環境活動計画とその実施状況及び結果評価」にて把握する。

二
酸
化
炭
素
排
出
量
の
削
減

業
務
関
連

電力の削減

ガソリンの削減

軽油の削減

灯油の削減

都市ガスの削減

液化石油ガス(LPG)の削減

一
般
廃
棄
物

産
業
廃
棄
物

上
水

地
下
水

資

源

の

再

利

用

・

リ

サ

イ

ク

ル

商

品

の

積

極

的

活

用

コピー用紙の削減
（購入枚数）

一般廃棄物の削減

直近12年間（平成２１年度から令和2年度）の平均値から-0.5%､-1.0%､-1.5%を、今後３年間各年の中間目標とする。

但し、※については、個別に設定。

グリーンマーク製品提案件数及び成立件数については平成２８年度～令和2年度平均値を参考に個別に設定。

・2021年より廃棄物の削減数量は、再生利用分も含めて設定した。

・電力係数は、環境省（九州電力）0.371ｋｇ-CO₂/㎾hを使用（令和3年度調整後排出係数）
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６．環境経営目標と経営活動実績

基準年度 活動目標 活動実績 結　果 評　価

直近12年間の平均 令和4（2022）年度 令和4（2022）年度

(平成21年から令和2年） 1月～12月 1月～12月

35,325kWh 34,972kWh 38,635kWh

CO₂換算 13,106㎏-CO₂ 12,975㎏-CO₂ 14,334㎏-CO₂

14,220L 14,078L 9,265L

CO₂換算 32,990㎏-CO₂ 32,660㎏-CO₂ 21,495㎏-CO₂

2,575L 2,549L 1,239L

CO₂換算 6,644㎏-CO₂ 6,577㎏-CO₂ 3,197㎏-CO₂

126L 125L 54L

CO₂換算 314㎏-CO₂ 311㎏-CO₂ 134㎏-CO₂

259Nm3 256Nm3 0Nm3

CO₂換算 559㎏-CO₂ 554㎏-CO₂ 0㎏-CO₂

30.0㎏ 29.7㎏ 27.0㎏

CO₂換算 90㎏-CO₂ 89㎏-CO₂ 81㎏-CO₂

CO2換算の合計値 53,703㎏-CO₂ 53,166㎏-CO₂ 39,241㎏-CO₂

方

針
項　目

達成率
◎：達成率100％以上
○：達成率70％以上100％未満

×：達成率70%未満

二
酸
化
炭
素
排
出
量
の
削
減

電力の削減 91% ○

ガソリンの削減 152%

都市ガスの削減

液化石油ガス(LPG)の削減 110% ◎

135% ◎

◎

軽油の削減 206% ◎

灯油の削減 231% ◎

◎

リサイクル率の向上 87% 80%以上 87% 109% ◎

一
般
廃
棄
物

一般廃棄物の削減 1,424㎏ 1,410㎏ 276㎏ 511%

×

リサイクル率の向上 77% 80%以上 88% 110% ◎

産
業
廃
棄
物

産業廃棄物の削減 59,348㎏ 58,755㎏ 105,716㎏ 56%

◎

地
下
水

地下水使用量の削減 21.0m3 20.8m3 3.2m3 650% ◎

上
水

上水使用量の削減 215m3 213m3 421m3 51%

◎

グリーンマーク商品購入 63% 60%以上 58% 97%

資

源

の

再

利

用

・

リ

サ

イ

ク

ル

商

品

の

積

極

的

活

用

コピー用紙の削減
（購入枚数）

62,877枚 62,248枚 54,839枚 114%

38% ×

グリーンマーク製品成立件数 19件 25件 30件 120% ◎

化

学

物

質

管

理
化学物質適正管理

（フロンガスの適正管理）
「7.環境活動計画とその実施状況及び結果評価」にて把握している。

業
　
務
　
関
　
連

グリーンマーク製品提案件数 52件 60件 92件 153% ◎

― ―

○

◎

そ
の
他

くまもと冬及び夏のライトダウン
今期なし 2回以上 ― ― ―

環

境

保

全

等

環境保全、社会・地域貢献 11回 9回以上 12回 156%

グリーンマーク製品販売台数 199台 200台以上 75台

目標
32,692

目標
35,148

目標
34,972

実績
21,609

実績
28,129

実績
38,635

平成2年 令和3年 令和4年

年度別 電力使用量（kwh）

目標
15,149 目標

14,149
目標
14,078

実績
11,237 実績

10,086
実績
9,265

平成2年 令和3年 令和4年

年度別 ガソリン使用量（ℓ）

目標
2,545

目標
2,562

目標
2,549

実績
2,744 実績

2,340

実績
1,239

平成2年 令和3年 令和4年

年度別 軽油使用量（ℓ）

目標
147 目標

125
目標
125

実績
0

実績
0

実績
54

平成2年 令和3年 令和4年

年度別 灯油使用量（ℓ）

目標
420

目標
258

目標
256

実績
0

実績
0

実績
0

平成2年 令和3年 令和4年

年度別 都市ガス使用量（Nm3）

目標
29.6

目標
29.9

目標
29.7

実績
12.2

実績
22.4

実績
27.0

平成2年 令和3年 令和4年

年度別 液化石油ガス使用量（㎏）

目標
63,118

目標
53,434

目標
53,166実績

46,433 実績
39,940

実績
39,241

平成2年 令和3年 令和4年

年度別 CO2換算(㎏-CO2)の合計値

目標
123

目標
1,417

目標
1,410

実績
33

実績
180

実績
276

平成2年 令和3年 令和4年

年度別 一般廃棄物の廃棄物量（㎏）

目標
80

目標
80

目標
80

実績
92

実績
78

実績
87

平成2年 令和3年 令和4年

年度別 一般廃棄物の再生利用率（％）

目標
9,404

目標
59,051

目標
58,755

実績
3,400

実績
285,402

実績
105,716

平成2年 令和3年 令和4年

年度別 産業廃棄物の廃棄物量（㎏）

目標
80

目標
80

目標
80

実績
96 実績

94

実績
88

平成2年 令和3年 令和4年

年度別 産業廃棄物の再生利用率（%）

目標
288

目標
214

目標
213実績

163

実績
204

実績
421

平成2年 令和3年 令和4年

年度別 上水使用量（㎥）

目標
14.8

目標
20.9

目標
20.8

実績
5.2

実績
5.9

実績
3

平成2年 令和3年 令和4年

年度別 地下水使用量（㎥）

目標
58,809

目標
62,563

目標
62,248

実績
64,341

実績
59,344

実績
54,839

平成2年 令和3年 令和4年

年度別 コピー用紙使用量（枚）

・電力の二酸化炭素排出係数は、九州電力 2021年･･･0.371ｋｇ-CO₂/㎾h（令和3年度調整後排出係数）を使用している。

・月々の数値を把握することが困難な工事（期をまたいでの工事）に関して、今期に含めて計上した。

令和元年、令和２年は再生利用分を含めていない。

令和元年、令和２年は再生利用分を含めていない。
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７．環境経営活動計画とその実施状況及び結果評価

環境経営活動計画

環境経営方針 環境経営目標 具体的な取組内容

 ①可能な限りエアコンを使用せず､使用時は適正温度で管理をする。 〇

 ②不在時と昼休みは消灯する。自然光を活用する 〇

 ③クールビズ・ウォームビズを実施する。 〇

 ④使用しない電気器具のプラクﾞをコンセントから抜く。 〇

 ⑤くまもと冬及び夏のﾗｲﾄﾀﾞｳﾝ+(ﾌﾟﾗｽ)2014に参加し20時～22時外灯を消灯する。 ―

 灯油使用量の削減  ①ストーブ使用時の室温20℃となるよう管理する。 〇 　今後も継続的に実施する。

 都市ガス使用量の削減  ①ガスヒートポンプエアコンの試運転を効率よく行う。 ― 　現場使用のみ。今後も継続的に実施する。

 液化石油ガス(LPG)
 使用量の削減

 ①原則電気ポットで。必要に応じてお湯の適正量を把握し､その分だけ沸かす。 〇 　今後も継続的に実施する。

 ①使用前点検、給油時のタイヤ空気圧点検を実施する。 △

 ②人員と車両台数,経路を検討し効率化する。 〇

 ③アイドリングストップを励行する。 〇

 ④毎月の使用量と反省点を毎月の研修会で発表する。 〇

 ⑤エコ通勤環境計画に参加。ノーマイカー通勤日を設定し実施する。 △

 ⑥エコドライブ講習会を実施する。 〇

 単純焼却量の削減  ①分別を徹底する。 〇

 再生利用率80%以上  ①分別を徹底する。 〇

 【水資源投入量】上水  ①自動止水栓に取替える。 〇

 ①洗車時に水をバケツにためる。蛇口をこまめに閉める。 〇

 ②井水系統量水器を毎月検針し、研修会で発表する。 〇

 【総排水量】下水道 　　　同上 〇 　上水に準ずる

 【総排水量】
 公共用水域(井水系統)

　　　同上 〇 　活動の効果が表れた。今後も継続的に実施する。

 ①片面使用済み用紙は裏面を再利用する。 〇

 ②両面コピー・両面プリンター,スキャナー,Eメールを有効に活用する。 〇

 ③ファックス受信は極力出力せず、パソコン画面上で確認する。 〇

 ④プリンターは自動トレイを裏紙とし、トレイ２を新品用紙とする。 〇

 ⑤環境教育と安全会議にプロジェクターを使用し、ペーパーレス会議とする。 〇

 ①用紙は再生紙に順次切り替える。 〇

 ②事務用品・購入製品は、極力グリーンマーク製品を採用する。 〇

 ①業務用エアコン･冷凍機の廃棄時に､フロン回収し破壊処理業者に引渡す。 〇

 ②冷媒フロンを大気中に放出しない。 〇

 ③フロン回収・処理記録表の作成及び保管。 〇

 ④フロン回収行程管理票の作成及び保管。 〇

 業務関連
 省エネ機器・
 グリーンマーク商品の拡販

 省エネ機器・グリーンマーク商品の拡販 〇
　空調・衛生75台販売。目標200台に対し達成率37.5%
　（実績：R元年度353台、R2年度74台、R3年度87台）
　継続的に実施する。

 ①毎月第3土曜日の朝,会社周辺の道路・河川を清掃する。 〇 　継続的に実施する。

 ②毎月1日の研修会で,環境教育を実施し、経過報告と反省点を発表する。 〇 　継続的に実施する。

 ③職場体験･インターンシップの受け入れ 〇 　継続的に実施する。

 ④技能検定の検定員・補佐員に従事 〇 　継続的に実施する。

 ①.毎年1回産廃処理施設を視察し、適切に処理されていることを確認する。 〇 　継続的に実施する。

 ②毎月1日の研修会で,環境教育を実施し、経過報告と反省点を発表する。 〇 　継続的に実施する。

 ③各委員で環境マニュアルを見直し、必要に応じ改訂する。 〇 　継続的に実施する。

 システム運用  産業廃棄物処理業者視察
 環境教育
 環境マニュアル

 廃棄物の削減 　継続的に指導する。

 水使用量の削減

 【水資源投入量】
 地下水(井水系統)

　活動の効果が表れた。今後も継続的に実施する。

 資源の再利用･
 リサイクル商品の
 積極的活用

 コピー用紙の削減

　今後、物件見積依頼時のＥメール多用と、ファックスの
  ペーパーレス化を極力実施するよう指導する。

 グリーン調達
　在庫なくなり次第、切替える。残り４品目

 化学物質の
 適正管理

 フロンガスの適正管理

　・継続的に実施する。
　・H27年4月改正フロン法への対応を確実に実施する。

 啓発活動

 会社周辺の道路清掃
 環境教育

評価基準：〇＝出来た　△＝要改善　×＝出来ていない

事務所及び現場
取組状況
の評価

取組状況及び今後の方向性

 二酸化炭素
 排出量の削減

 電力使用量の削減
　　　　省エネ意識が浸透し、目標を超過達成。
　　　　今後も継続的に実施する。

 ガソリン使用量の削減

 軽油使用量の削減

　・運転日誌に始業前点検チェック欄（空気圧、ブレーキ、
    ランプ類）を設けた。

　・信号停止中のアイドリングストップはバッテリーが上がる
    ため実行しないこととした。
　　次回買替時エコストップ車を検討。R4年度1台購入した。

　・ノーマイカー通勤は、対象者3～5名中2～4名実施出来た。
　　対象者への依頼を重ねて行う。

   7



環境関連法規の遵守状況をチェックした結果、違反はありませんでした。 株式会社ミナミ冷設

また、関係機関からの指導や訴訟、外部からの苦情等もありませんでした。 環境管理責任者　南　卓利

番号に＊がついた法規はユーザーからの届け出のチェックをメインとする。

関係法令名 評価

 ①施工現場における汚水、雑排水、雨水の適正な配管及び放流先への接続。

 再生資源利用省令、指定副産物利用促進省令

4
 特定化学物質の環境への排出量の把握等及び
 管理の改善の促進に関する法律（PRTR法）

〇

6  家電ﾘｻｲｸﾙ法 〇

7  小型家電リサイクル法 〇

8
 国等による環境物品等の調達の推進等に
 関する法律（ｸﾞﾘｰﾝ購入法）

〇

*10  水道法 〇

*11  下水道法 〇

*12  浄化槽法 〇

 騒音規制法 〇

 振動規制法 〇

 （県条例）騒音特定施設・作業届
 （詳細は申請書類棚の基準関連表を確認する）

〇

８．環境関連法規への違反、訴訟等の有無

 ③フロン類の充填に関する基準の順守、充填証明書の交付

 ④フロン類の回収に関する基準の順守、回収証明書の交付

 新設、変更又は廃止時に届出。

 ⑥第1種フロン類充填回収業者の引取義務、引取証明書の交付

 ⑦第1種フロン類充填回収業者の引き渡し義務、フロン類の運搬に関する基準の順守

 ⑧充填量及び回収量の記録、知事への報告

 ⑨フロン類の放出の禁止

 ｴｱｺﾝ・ﾃﾚﾋﾞ・冷蔵庫・冷凍庫・洗濯機・衣類乾燥機は、家電ﾘｻｲｸﾙ券と共に定められた場所に持ち込む。

 ﾊﾟｿｺﾝ、携帯電話、ﾃﾞｼﾞﾀﾙｶﾒﾗ、CDﾌﾟﾚｰﾔｰ等々、市町村の手続方法に従う

 物品購入等に際し、できる限り、環境物品等を選択。（一般的責務）

 ①建築物解体等での石綿ばく露防止。

 ②建築物等の解体等作業における労働者の健康障害予防。

 管轄の自治体の施工基準に準じた施工を実施。

 管轄の自治体の施工基準に準じた施工を実施。

法令のポイント

 ②石綿含有建材・クロルピリホス添加建材の使用禁止。

 ③ホルムアルデヒドに関する規制　(1)内装仕上げの規制  (2)換気設備の義務付　(3)天井裏等の制限

 ①事業活動に伴って生じた廃棄物を自らの責任において適正に処理しなければならない。

 ②産業廃棄物の運搬、処理は許可を受けた者に委託する

*13

 建築物等の解体等の作業及び労働者が
 石綿等にばく露するおそれがある建築物等
 における業務での労働者の石綿ばく露防止
 に関する技術上の指針

9

1

 廃棄物の処理及び清掃に関する法律（廃棄法）

 建設工事に係る資材の再資源化等
 に関する法律（建設ﾘｻｲｸﾙ法）

 フロン類の使用の合理化及び管理の適正化に
 関する法律（フロン排出抑制法H27.4.1）

2

3

5  ⑤特定解体工事発注者への書面での説明

 建築基準法 〇

〇

〇

〇

〇

 空気圧縮機及び送風機の電動機定格出力7.5kw以上のものは届出が必要

 圧縮機の電動機定格出力7.5kw以上のものは届出が必要（冷凍機除く）

 ・空気圧縮機:原動機定格出力2.25以上7.5kw未満 ・その他の圧縮機（空調機等）:原動機定格出力2.25kw以上
 ・送風機:原動機定格出力2.25以上7.5kw未満　      ・ｸｰﾘﾝｸﾞﾀﾜｰ:原動機定格出力1.5kw以上は届出必要。

 ④再資源化建設資材の使用

 ①再生資源利用計画書･実施書の作成（様式1,2）

 ③産業廃棄物の発生から最終処分終了まで、適正に処理がなされるよう必要な措置を講ずるよう努める。

 ④産業廃棄物の運搬処理を委託した場合の産業廃棄物管理票の交付、保管、確認

 ⑤廃棄物管理表交付等状況の報告

 ⑥排出事業者の規制等。元請業者が排出事業者となる。

 ①建設資材廃棄物の発生抑制

 ②分別解体の実施

 ③再資源化の実施

 ①第1種指定化学物質（我社の場合CFC,HCFC）の年間取扱量1トン以上の場合、環境排出量及び
    廃棄物としての移動量について県知事に届出義務。

 ①空調機、冷凍機等の簡易点検・定期点検の義務化

 ②第1種フロン類充填回収業者の登録・更新(5年毎）
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　エコアクション２１の活動も15年目となり、「熊本県SDGs登録制度」と併せて積極的に活動しています。

新型コロナウィルスの環境にも慣れてきましたが、引き続き感染対策を行いながら取組みを続けて行きます。

各項目の評価・見直し・指示は以下の通りです。

①環境経営方針

・現状の方針を継続とする。

②実施体制

・人事異動に伴い、適正に見直しが行われている。

③環境経営目標・環境経営活動計画

・二酸化炭素排出量の削減に関しては、コロナの影響で事務所の換気を積極的に行っており、

　寒暖の差が激しいため、空調により電力使用量が増加するのを工夫して可能な限り抑えている。

　その他の項目については、おおむね目標をクリヤーしている。

・緊急事態訓練は適宜行われているが、実施時の反省を生かして備品や設備の改善を進める。

・改修工事の場合はやむを得ない場合もあるが、可能な限り廃棄物の削減と再生利用率の向上に努める。

　　またフロン排出抑制法関連の記録・帳票作成は漏れがないよう引き続き確実に実施する。

・両面印刷や集約印刷・電子メールの活用に加え印刷ミスを少なくするよう注意喚起して、更に

　裏紙利用でコピー用紙の削減を図る。

・事務所用品、工事用設備・資材共、グリーン調達を推進する。

・行政主導の活動には引き続き積極的に参加する。

・ノーマイカー通勤を推進する。

・ボランティア活動（清掃・献血等）は、引き続き積極的に実施・参加する。

・関連法規については、適時に立入検査及び特に登録更新等の漏れがないように遵守状況の

　周期チェックが行われている。

以上

株式会社　ミ　ナ　ミ　冷　設

　 代表取締役　南　信次

９．代表者による全体の評価と見直し・指示

2023年3月14日
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　【SDGｓの取り組み】

【会社の取り組み】

１０．活動状況

▲フードドライブ活動に参加
▲毎月のエコアクション研修

熊本県SDGｓ登録制度

エコアクション２１での取り組みとSDGｓとの関連性を認識し、

熊本県ＳＤＧｓ登録制度へ2021年8月25日より登録しています。

くまもと地下水財団

くまもと育水会の会員として、

地下水の保全に努めています。

リサイクルで循環型社会形成推進に貢献

使用済みの製品（ユニフォーム・ヘルメット・安全帯等）をメーカーへ引渡し、

産業用資材等に再利用するための適正なリサイクル処理に取り組んでいます。

ミドリ安全へ

引渡し

マテリアルリサイクル

ユニフォームは最終的に防音シート等に。

ヘルメットは産業用資材のペレット等に。

単に焼却処分しないため二酸化炭素の

排出抑制となります。

ケミカルリサイクル

電気炉で溶融し、酸化鉄の還元剤として

リサイクル。

完全融合処理のため、ゼロエミッションです。

ユニフォーム 反 毛 フェルト

ヘルメット 粉 砕 ペレット
使用済み

ユニフォーム

ヘルメット

安全帯 等

安全帯 等 溶 融 鉄 鋼

▼節水呼びかけ

▼節電呼びかけ

LED照明を使用し

昼休み中など不要な電気は消していま

▼再生紙･裏紙の再利用
▼産業廃棄物分別の徹底

▼エコドライブの推進

▼事務所内･外の緑化

▼朝礼､ラジオ体操

事務所

ロスナイ
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１０．活動状況

緊急事態訓練

地震による火災発生を想定し緊急事態訓練を行いました。

災害等に備え、防災用品を常備

産業廃棄「金属くず等処理施設」視察

㈱星山商店へ視察に行きました。

▲㈱星山商店 ▲金属くず分別場 ▲産業廃棄物保管施設

（廃プラ､土砂がれき類､ボードくず他）

▲産業廃棄物保管場所

（シュレッダーアルミ置場）

新型コロナウイルス感染症対策

事務所･現場ともに新型コロナウイルス対策を徹底し、ニューノーマルな働き方を実施しています。

▲ポスター掲示

▲アルコール消毒の徹底

▲従業員の体温測定の実施

▲自動水栓化

▲パーティションの設置

非
接
触
ア
ル
コ
ー
ル

消
毒

非
接
触

体
温
計

▲アルコール消毒･体温計の設置

社員通用口 受付

非接触アルコール消毒

非
接
触

体
温
計
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【地域における活動】

１０．活動状況

▲天明新川

▲水前寺江津湖公園

▲川尻バイパス

清掃ボランティア

毎月第３土曜日の朝、会社周辺の道路､河川の清掃を行っています。

▲社屋周辺

熊本市管工事組合の活動に参加しました。

現場

▲現場美化作業 ▲女性用仮設便所の設置

▲フラワーボックス(生花)の設置

▲AEDの設置と取扱説明

▲インターンシップ

(職業体験)実習生への

現場実習

【清掃奉仕活動】 【献血活動】

▲清掃活動表彰

▲熱中症対策▲安全掲示板の設置
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